
福島県鮫川村

オーガニックビレッジ宣言

「里山景観」「水」「生物多様性」を村の宝として守り、たい肥など

の地域資源を活かして、環境保全型農業の推進を目指します。

未来の担い手である子ども達の心身の健康を守るため、学校給食の

充実を目指します。

　私たちは、これらの理念を実現するため、ここに「オーガニックビレッジ」
を宣言します。

有機農業の推進を図り、村民が健康で心豊かに暮らすことができる

持続可能な村づくりを目指します。

令和７年 11 月 2 日
鮫川村長

宗田 雅之

　鮫川村は、阿武隈高地南部の中山間地域にあり、源流域として里山の景観
と清らかな水、多様な生き物に恵まれ、古くから農林業が盛んな農業の村です。
　本村では、これまで「まめで達者な村づくり事業」に取り組み、大豆を基
軸とした農業振興と６次産業化を進めるとともに、「鮫川村バイオマスヴィ

レッジ構想」に基づき循環型農業と里山景観の保全を推進してきました。
　しかし、人口減少や高齢化、農業の後継者不足といった課題は深刻さを増
しており、先人から受け継いだ美しい里山景観や農地を守り次世代に継承す

るために、オーガニックを核とした新たな挑戦に取り組んでいきます。

オーガニックビレッジ　基本理念


